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はじめに 
 

はじめに 

初めまして、株式会社ACES WEB代表の柳井と申します。 

この度は、次世代型サイト作成システム「SIRIUS」をご購入頂き、ありがとうございました！ 

 

本ツールは、『初心者でも簡単に、高品質なHTMLサイトが作成できる』というコンセプトの元に、 

１年６ヶ月以上もの開発期間を経て完成したサイト作成ツールです。 

 

サイトアフィリエイターである私自身が、第一線で本ツールを使う事を前提に開発しているため、 

他の類似ツールとはひと味違った便利機能が数多く搭載されています。 

このツールを通じて、あなたがアフィリエイトで成功するお役に立てれば幸いです。 

 

それでは早速ですが、本マニュアルについて解説いたします。 

本マニュアルは、「SIRIUS」の操作マニュアルとなっており、 

サイト作成の流れから各種機能の操作方法まで、一通りの操作方法を解説しています。 

各機能を使う際の注意点など、重要な事項も解説していますので、 

初めてSIRIUSをご利用頂く場合は、必ずご一読頂きますようお願いいたします。 

 

なお、本マニュアルは１つ１つの操作を図解で解説したり、専門用語をかみ砕いて解説したりと、 

初心者の方でも安心してご利用頂けるよう、最大限の工夫を行っています。 

しかし、それでも人によっては難しく感じてしまったり、 

分かりにくいと感じてしまう部分が出てきてしまうかもしれません。 

 

そういった場合は、マニュアルだけ読んで『難しいから無理』と終わらせずに、 

実際にツールを操作しながらマニュアルを読んでみる事をお奨めします。 

文章で読んでいるだけでは難しいと思っていた部分も、 

実際にやってみると思ったより簡単だったというケースは多々あるものです。 
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『まずは実際にやってみる』 

アフィリエイトに限らず、全てのビジネスにおいて重要な事ですので、 

途中で諦めずに、SIRIUSを使って見て下さい。 

 

もちろん、それでもよく分からない部分があれば、 

サイト作成の流れを動画で解説した『動画マニュアル』や、 

サポートフォーラムやメールでの各種サポートなど、 

あなたをバックアップするための体制をいくつも用意しています。 

 

あなた自身が成功するために、最大限の用意をしていますので、 

ぜひ一緒に頑張っていきましょう。 
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しおりについて 

PDF形式で提供しているSIRIUSのマニュアルには、全て「しおり」が付けられています。 

Acrobat Readerの左側にある「しおり」のボタンをクリックすると、 

各ページへ１クリックでアクセスできるようになり非常に便利です。 
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利用許諾 

株式会社ＡＣＥＳＷＥＢ（以下「弊社」といいます）と、本件ソフトウェア（SIRIUS）をご利用のお

客様は、弊社が著作権を有するソフトウェアであるSIRIUSの使用に関し、以下のとおり契約を締結し

ます。 

 

第１条（契約の成立） 

本契約は、お客様が、SIRIUS（以下、「本ソフト」といいます。）の全部又は一部をコンピューターの

ハードディスク等の記憶装置へ保存したとき、又は本ソフトを使用したときに、お客様が本契約の締結

に同意したとみなされることにより成立するものとし、契約の効力を生ずるものとします。 

 

第２条（著作権の帰属） 

本ソフトの著作者は株式会社ＡＣＥＳＷＥＢであり、本ソフト及び本ソフトに付属するマニュアル、テ

ンプレート、画像類等、本ソフトに関連する一切のドキュメントに関する著作権等の知的財産権は、す

べて弊社に帰属するものであり、お客様は、本ソフトの著作権等の知的財産権及び所有権その他のいか

なる権利をも取得するものではございません。 

 

第３条（利用許諾） 

１．弊社は、お客様に対し、お客様が本契約の定めに従うことを条件として、本ソフトを使用する非独

占的な権利を許諾します。２. お客様は、本ソフトの保存のみを目的として、１コピーに限り本ソフト

のバックアップコピーを作成することができます。 

 

第４条（禁止事項） 

１．お客様は、本ソフトの全部又は一部を複製することはできません。 

２．お客様は、本ソフト、および本ソフトに付属する一切のドキュメントの改変、リバースエンジニア

リング、逆コンパイル又は逆アセンブルその他の解析行為をすることはできません。 

３．お客様は、第三者に対し本ソフトの使用を許諾し、又は第三者に対し本ソフトを販売、貸与若しく

はリースすることはできません。 

４． お客様は、本ソフト内のみで使用することを目的として作られた画像、テンプレート等を、弊社

に無許可で有償、無償問わず第三者に配布することはできません。ただし、弊社が配布を許可した物に

関してはこの限りではありません。 
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第５条（保証及び免責） 

１．弊社は、お客様に対し、本ソフトに関して、本ソフトの使用効果、動作、特定用途への適合性その

他一切の保証を行うものではございません。 

２．弊社は、お客様及び第三者が本ソフトに関連して直接又は間接に被ったいかなる損害についても、

一切責任を負いません。お客様は、お客様の責めに帰すべき事由により本ソフトの使用に関連して第三

者からお客様になされた請求に基づく損害、損失あるいは責任から弊社を免責するものとします。 

 

第６条（契約の終了） 

１．お客様は、本ソフトをコンピュータのハードディスク等の記憶装置及びメモリーからすべて消去す

ることにより、本契約を終了させることができます。この場合、弊社は、本ソフト利用許諾の対価とし

てお客様が支払われた一切の対価を返還いたしません。 

２．お客様が本契約のいずれかの条項に違反したときは、弊社は、お客様に対し何らの通知、催告を行

うことなく直ちに本契約を終了させることができます。この場合、お客様は、本ソフト及びマニュアル

等本ソフトに関連する一切のドキュメントを使用することができず、弊社が本契約解除に要した実費

（弁護士費用、訴訟費用を含みます。）等の実損害額を賠償するものとします。 

 

第７条（合意管轄） 

本契約に関する一切の紛争については、東京地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とします。 

 

以 上 
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SIRIUSの動作環境について 

 

CPU Intel PentiumⅢ以上（Pentium Ⅲクラス、1GHz 以上推奨） 

メモリ 1GB以上  

ハードディスク インストール時に必要なハード ディスク空き領域：300 MB 

必要なハード ディスク空き領域 ：1GB 

ディスプレイ 解像度 1024 x 768以上 

ＯＳ Microsoft Windows 10（推奨） 

Microsoft Windows 8.1（推奨） 

Microsoft Windows 8（推奨） 

Microsoft Windows 7（推奨） 

Microsoft Windows VISTA(※2) 

Microsoft Windows XP(※2) 

 

※32bit、64bitに対応しています。 

※2、デザインモードの利用に制限があります 

その他 動作環境として「.Net Framework 4.0」が必須となります。 

未インストールの方は、下記のアドレスよりダウンロードの上で 

インストールを行って下さい。 

 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=17851 

 

※Windows 7以降のOSには、デフォルトで.Net Framework4以上が導入されているため 

新たにインストールする必要はありません。 

 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=17851
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サポートについて 

 

サポートフォーラムについて 

本ツールに関するサポートは、原則として「サポートフォーラム」上で行います。 

SIRIUSのユーザーズページ、またはSIRIUS本体の「ヘルプ」タブからアクセスする事ができますので、

下記の注意事項をご一読の上でご利用ください。 

 

サポートフォーラムを利用する際の禁止事項  

 他人を誹謗中傷するような悪意のある書き込み 

 他の商材やサービスの内容を暴露するような書き込み 

 犯罪行為にあたる、または犯罪行為を促すような書き込み 

 明らかな宣伝（アフィリエイト）目的の書き込み 

 一般常識に欠け、他人を不快にさせるような書き込み 

 その他、迷惑行為だと判断されるような書き込み 

 

上記のような内容に関しては、弊社側で不適当だと判断して場合は予告なく削除いたします。 

 

 

SIRIUSサポートフォーラム  

http://rm.acesweb.jp/sirius_forum.html 
 

ID・パスワードは、ユーザーズページと同じものを利用してください。 

 

http://rm.acesweb.jp/sirius_forum.html
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メールでのお問い合わせについて 

サイトのアドレスや、FTPのアカウント情報などを含む個人情報が必要な場合や、 

他のユーザーに知られたくないような質問を行いたい場合は、 

専用のお問い合わせフォームよりご質問をお受けします。 

 

SIRIUSの「ヘルプ」タブにある『お問い合わせ』ボタンをクリックするか、 

下記のアドレスからお問い合わせフォームにアクセスし、ご質問の内容をお送りください。 

 

お問い合わせフォーム  

http://rm.acesweb.jp/sirius_contact.html 
 

いただいたご質問やご意見に関しては、 

通常４営業日（土・日・祝日を除く）以内に返信いたします。 

万が一、４営業日を経過しても返信がない場合は、お手数ですが再度ご連絡頂ければ幸いです。 

 他のメールと混同してしまう恐れがあるため、 
原則として直接のメールによるお問い合わせはお受けする事ができません。 

 

なお、ご質問をお送り頂く前に、必ずよくあるご質問をご確認ください。 

よくあるご質問に掲載されている内容には、お答え出来ない場合がありますので、 

予めご了承願います。 

 

よくあるご質問  

http://sirius-html.com/user/faq/ 
 

 

 

http://rm.acesweb.jp/sirius_contact.html
http://sirius-html.com/user/faq/
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ライセンスについて 
 

ライセンスの再発行について 

ＳＩＲＩＵＳは原則として１ライセンスにつき１ＰＣまでのご利用となり、 

別のＰＣで利用したい場合は、「追加ライセンス」のご購入が必要となります。 

 

ただし、下記のような特別な事情がある場合は、 

専用フォームよりお手続きを行って頂く事で、無償にてライセンスを再発行させて頂きます。 

 

 ＳＩＲＩＵＳを新規に購入したが、ライセンス番号が届いていない 

 新しくＰＣを購入したので、新しい方のＰＣでＳＩＲＩＵＳを利用したい 

 ＯＳの再インストールを行ったら、再度ライセンス認証を求められた 

 ＰＣが故障してしまったので、別のＰＣで利用したい 

 

上記のいずれかに該当する場合は、 

下記の再発行フォームより再発行申請を行ってください。 

通常２営業日以内(土日祝を除く)に、ライセンス番号を再発行させて頂きます。 

 

ライセンス再発行申請フォーム  

http://rm.acesweb.jp/sirius_relicense.html 
 

 

ライセンスの再発行を行なった場合、これまでSIRIUSを使っていたＰＣでは使用が出来なくなります。 

 

また、あまりに過度なライセンスの再発行申請がある場合には、 

複数パソコンでの利用と判断して、別途追加ライセンスをご購入いただく場合がありますので、 

予めご了承ください。 (1ヶ月の間に何度もライセンスの再発行申請がある場合など) 

http://rm.acesweb.jp/sirius_relicense.html
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追加ライセンスについて 

SIRIUSの購入者ご本人様が利用する場合においてのみ、 

2台目以降のライセンスを割安で発行いたします。 

 

以下にライセンスの追加申請に関する注意事項を記載しますので、 

内容をよくご確認の上、下記の専用フォームよりご連絡ください。 

 

ライセンス追加申請に関する注意事項  

ライセンスの追加申請は、自宅のパソコンと事務所のパソコン、 

あるいはデスクトップとノートパソコンの両方にSIRIUSをインストールしたい、 

といった場合などに対応するためのサービスです。 

 

したがって、利用者が異なる場合には、追加ライセンスではなく、 

正規にSIRIUSをもう一台分ご購入いただく形になりますので、お間違えのないようにご注意ください。 

 

また、SIRIUSのライセンス、並びに商品本体のデータは、 

あくまでも弊社と契約を交わしたご本人様のみに発行されるものであり、 

購入者がその後に、第三者にライセンス等を譲渡する事はできません。 

 

「ツールを使わなくなったから誰かにライセンスごと売却する」、 

といった行為は一切出来ませんので、必ずお守りください。  

 

また、一度発行した追加ライセンスに関しては、その後使用するパソコンが減った場合にも、 

払い戻し等は行なえませんので、あらかじめご了承ください。 
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追加ライセンスの価格  

上記の注意点をご理解いただいた上で、ライセンスの追加を行ないたい場合は、 

下記のフォームより必要事項を記入してご連絡ください。 

 

なお、追加ライセンスは6,300円(税込み)となり、 

支払い方法は銀行振り込みのみの対応となります。 

 

振込手数料は別途ご負担ください。 

追加ライセンスの金額は、SIRIUS本体の価格変動にともなって上下する場合があります。 

 

また、ライセンスの追加申請に関しては、 

原則としてお一人様2ライセンス(合計3ライセンス)分までとさせていただきます。 

もし、業務目的で一度に多数のライセンスを使いたいという場合は、 

別途対応させていただきますので、必要なライセンス数などをご連絡ください。 

 

 

追加ライセンス申請フォーム  

http://rm.acesweb.jp/sirius_addlicense.html 

http://rm.acesweb.jp/sirius_addlicense.html
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SIRIUSの起動方法 

SIRIUSを実際に起動させる方法について解説します。 

提供されている本体は、「インストーラー版」と「ZIP版」の２種類がありますが、 

それぞれ起動方法が異なりますので、下記を参考に起動してください。 

 

インストーラー版をご利用の場合 

インストーラー版を利用してSIRIUSをインストールした場合は、 

デスクトップ上にある「SIRIUS」というショートカットをダブルクリックする事で 

本体を起動させる事が出来ます。 

 

 

 

また、デスクトップ上以外にも、Windowsのスタートメニューにもショートカットが登録されています

ので、お好きな方を選択して、SIRIUSを起動させてください。 
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ZIP版をご利用の場合 

ZIP版をご利用の場合、本体ファイルを解凍した先のフォルダ内にある 

「sirius.exe」ファイルをダブルクリックする事で起動させる事ができます。 

 

 

 

なお、PCの設定によっては「.exe」の部分が表示されない場合があります。 

この場合、「種類」の項目が【アプリケーション】となっているファイルを選択してください。 
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なお、インストーラー版と同じように、デスクトップにショートカットを作成したい場合は、 

「sirius.exe」ファイルを右クリック→「送る」→「デスクトップ(ショートカットを作成)」を 

選択して、ショートカットを作成してください。 
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ライセンスの認証方法 

SIRIUSはライセンス認証制を採用しています。 

初回起動時は、下記のようなライセンス認証画面が表示されますので、 

商品の購入時に送られてきたメールをご参照の上で、ライセンス番号の認証を行って下さい。 

 

 

 『上位版パスワード』は、SIRIUS上位版にアップグレードするためのものです。 

上位版をご購入頂いている方のみ、この欄に上位版パスワードを入力してください。 

認証に成功し、SIRIUSのサイト管理画面が表示されれば、ライセンスの認証は完了です。 
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動作モードについて 

SIRIUSのライセンス認証が完了すると、 

下記のような『動作モードの設定画面』が表示されるかと思います。 

SIRIUSには、「初心者モード」と「通常モード」という２つの動作モードを搭載しており、 

ユーザーのスキルに応じて、動作モードを選択する事が可能です。 

下記の説明をご覧頂いた上で、どちらの動作モードでSIRIUSを使用するかを決めてください。 

 

 

 

初心者モード  

初めてサイト作成ツールを使用する方や、ツールの操作が不安な方向けのモードです。 

「通常モード」に比べて使用できる機能や自由度が制限されていますが、 

ウィザード形式で１ステップずつ設定を行うため、操作で迷う事がありません。 

初心者の方は、まずはこちらのモードでサイト作成の流れを覚えると良いでしょう。 

通常モード  

SIRIUSの全ての機能が使えるモードです。SIRIUSの全ての機能を使う事ができますので、 

前作である「AQUAS」を使った事がある方やツールの操作に自信がある方は、 

こちらのモードを選択してください。 

 

本マニュアルは、『初心者モード』を使用する事を前提として作成しています。 
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動作モードを変更するには・・・？ 

動作モードを変更したい場合は、サイト管理画面の上部メニューにある 

『システム』→『動作モードの設定』からいつでも変更する事が可能です。 

 

ある程度操作方法に慣れてきて、『初心者モード』から『通常モード』に移行したい場合は、 

こちらから設定を行って下さい。 

 

 

 

動作モードを変更した場合、SIRIUSを再起動する必要があります。 
再起動しない場合は、変更がキャンセルとなりますのでご注意ください。 
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バージョンアップ方法 

本ツールは、ボタン１つで最新の状態にする事ができる自動バージョンアップ機能に対応しています。 

メールやニュースレター等でバージョンアップの告知があった場合、 

下記の手順を参考に、最新版の状態へとバージョンアップして下さい。 

 

1 上部メニューの「ヘルプ」→「自動バージョンアップ」をクリックする 
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2 確認メッセージが表示されるので、「はい」を選択する 

 利用している本体が最新バージョンである場合は、 

『既に最新バージョンをご利用中です。』というメッセージが表示されます。 

 

3 自動的にバージョンアップが行われる 
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「ユーザーアカウント制御」が表示される場合 
通常、ファイルのダウンロード後に、自動的に更新処理が開始されますが、 
利用されている PC の設定によっては、ユーザーアカウント制御の画面が表示されるケ
ースがあります。この場合「はい」ボタンをクリックすることで、 
ファイルの上書き処理が始まります。 

  
※「いいえ」を選択した場合、 
バージョンアップ処理が中断されてしまいますのでご注意ください。 

 

4 SIRIUSが再起動される 

 「ヘルプ」→「バージョン情報」を選択し、 

最新バージョンになっている事を確認してください。 
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バージョンアップ時にエラーが発生する場合 

上記の手順でバージョンアップを行うとエラーが発生する場合、 

ウィルスソフトやファイヤウォールの設定で、サーバーへの接続が遮断されている可能性があります。 

一度、ウィルスソフトを全て終了させた状態で、バージョンアップできるかどうかをご確認ください。 

 

もし、それで正常にバージョンアップを行う事ができるようであれば、 

ウィルスソフト側の設定でSIRIUSを『例外設定』として指定する事で、 

正常にバージョンアップする事ができるようになります。 

 

例外設定の仕方は、各ソフトウェアによって異なりますので、 

Googleなどの検索エンジンで(ウィルスソフトの名前) + 例外設定などと検索し、 

設定を行ってください。 

 

弊社の方では、ウィルスソフトに関するサポートはできません。 

もし「例外設定」のやり方が分からない場合は、ウィルスソフトのサポートの方にご連絡ください。 

 

なお、上記の手順を行ってもバージョンアップが出来ない場合は、 

手動によるバージョンアップを行って頂く必要があります。 

下記の手順を参考に、手動にてバージョンアップをおこなってください。 
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手動でのバージョンアップ方法 

何らかの理由によって自動バージョンアップ機能が使用出来ない場合の操作方法です。 

 

1 ユーザーズページにログインし『ZIP版』の本体ファイルをダウンロード・解凍する 

 必ず『ZIP版』の本体ファイルをダウンロードしましょう。 
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2 解凍したファイルの中に、「siteDb.mdb」というファイルが存在しない事を確認する 

 「siteDb.mdb」ファイルが存在する場合は削除してください。 

このファイルが存在した状態でファイルを上書きすると、 

サイトデータが再編集出来ない状態になってしまいます。 

 

 

ZIP版の本体ファイルを解凍すると、 

中に「SIRIUSVer○○(ZIP版)」というフォルダがあるかと思います。 

 

その中に、上図のようなSIRIUSの本体ファイルが入っていますので、「siteDb.mdb」、及び

「siteData.db」というファイルが存在しないかどうかをご確認ください。上記のファイルが存在する

場合は削除してください。
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3 解凍したファイルを全てコピーし、SIRIUSの本体フォルダ内に上書きする 

 インストーラー版を利用してインストールした場合は、 

デフォルトでは「C:\ACES WEB\SIRIUS」フォルダの中に本体があります。 

この中に、ZIP版の本体に含まれるファイルを全て上書きしましょう。 

 

サイトデータが消えてしまう事はありませんのでご安心ください。 

Windows VISTAや7をご利用の場合、 

「C:\ACES WEB\SIRIUS」以外の場所にインストールしている可能性があります。 

この場合は、自分でインストールを行ったフォルダ内に上書きしましょう。 

以上で手動によるバージョンアップは完了です。 

 

場合によってはテンプレートの初期化が必要な場合がありますので、指示に従ってください。 
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SIRIUSの基本説明 
 

 

SIRIUSの概要 

本ツールは、『専門知識がない初心者でも、SEOに強くデザイン性の高いサイトを作る事ができる』と

いうコンセプトの元に開発されたサイト作成ツールです。 

 

本ツールを利用する事で、必要事項を入力していくだけで、 

トップアフィリエイターのノウハウが惜しみなく詰め込まれた、 

『稼げるサイト』を簡単に作成する事が可能となります。 

 

また、本ツールは単純なサイト作成機能だけでなく、 

４種類もの画像作成機能や、テーブルタグの作成機能などを始めとした、 

『コンテンツ(=サイトの中身)』を作成する機能を数多く搭載しています。 

これらの機能を利用する事で、他のツール等で作成したサイトとは 

大きく差別化する事ができるようになります。 

 

今までサイトを作成した事のない全くの初心者の方から、 

サイトのカスタマイズをバリバリこなす上級者の方まで、 

幅広い方にご活用頂けるツールに仕上がっていますので、ぜひご活用頂ければと思います。 

 

なお、SIRIUSで作成したサイトを、実際にインターネット上に公開するためには、 

サイトのデータをアップロード先となる「レンタルサーバー」や、 

サイトの住所となる「ドメイン」等を用意する必要があります。 

 

  無料サーバー等もご利用頂く事が可能です。 
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SIRIUSの画面説明 
 

サイト管理画面 

 

 

 

『サイト管理画面』は、SIRIUSで作成したサイトを管理するための画面です。 

 

SIRIUSを起動させると最初にこの画面が表示されますので、 

新しくサイトを作成したい場合は「新規作成」ボタンを、 

過去に作成したサイトを再編集したい場合は「サイト編集」ボタンをクリックして、 

サイト編集画面へ進みましょう。 

 



 

 

 

28 

 

 

 

サイト編集画面 

 

 

『サイト編集画面』は、実際にサイトを編集する際に使用します。 

SIRIUSのメイン画面とも言うべき画面となりますので、実際に使いながら覚えていきましょう。 

 

上図は、『初心者モード』のサイト編集画面となります。 

通常モードのサイト編集画面とは異なりますので、予めご了承ください。 
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SIRIUSで作成するサイトの構成と各部名称 
  

SIRIUSの初心者モードで作成するサイトは、 

 

 トップページ  … サイトの「顔」となるページ 

 エントリーページ  … サイトのメイン記事を書くページ 

 サイトマップページ  … 全ページの目次 

 

という３種類のページから構成されます。 

これらのページにはそれぞれの役割があり、それをしっかりと理解する事で、 

ユーザビリティーの高いサイトを作成する事ができるようになります。 

 

通常モードでは、上記の他に『カテゴリーページ』を作成する事が出来ます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

30 

 

 

 

トップページ 

 

 

トップページとは、サイトへの入り口(玄関口)に当たるページのことです。 

後述するエントリーページやカテゴリーページなどへのリンクを含み、 

サイト全体の「顔」としての役割を果たします。 

１ページのみで構成される「ペラサイト」を作りたい場合は、 

このトップページにメインの記事を書く事になります。 
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エントリーページ(個別ページ) 

 

エントリーページは、サイト内のメインコンテンツとなるページです。 

記事を書きたい場合はこの「エントリーページ」を追加して、その中に記事を書く事になります。
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サイトマップページ 

 

 

サイトマップページは、サイト内の全ページへのリンクを含むページです。 

このページを生成する事によって、検索エンジンのクローラーが、サイト内の各ページを巡回しやすく

なり、より的確にインデックス(検索エンジンに登録)されるようになります。 

なお、このページはデフォルトで表示されるようになっており、手動で追加したりする事は出来ません。 

 

この『サイトマップページ』は、Google等に登録する『(Google)サイトマップ』とは異なります。 
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SIRIUSのテンプレートについて 
 

PCサイト用テンプレート 

 

【新】デフォルトテンプレート  

 

各テンプレートのベースとなる最も汎用性の高いテンプレートです。 

テキストの読みやすさを重視しており、カラーとヘッダー画像の組み合わせ次第で 

どんなジャンルでもオールマイティに活用できます。 
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【新】角丸タイプテンプレート  

 

 

デフォルトテンプレートよりも柔らかいデザインに仕上げたテンプレートです。 

女性向けのサイトと相性が良いため、化粧品やダイエット、健康食品などのアフィリエイトにも適して

います。
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【新】ビジネスタイプテンプレート  

 

 

デフォルトテンプレートよりも堅いデザインに仕上げたテンプレートです。 

信頼感があり、真面目な雰囲気になっていますので、 

信頼性が求められるジャンルのサイトで活用することができます。 

 

なお、ヘッダー画像の部分にはページタイトルが入らないようになっているため、 

ヘッダー画像作成機能などを利用して、ヘッダー画像を作成するのが良いかと思います。 
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以上でSIRIUSの基本説明は終了です。 
 

ここまでの内容がある程度理解出来たら、 

次ページ以降の「サイト作成の流れ」を見ながら、実際にサイトを作ってみましょう。 
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サイト作成の流れ 
 

この章では、サイト作成の基本的な流れを解説していきます。 

SIRIUSでは、下記の５つのステップを踏みながら、サイトを作成していく事になります。 

初めてサイトを作成する場合は、下記のステップをしっかりと頭に入れた上で、 

次ページ以降の解説をご覧ください。 
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１、サイトの全体設定を行う 

それでは早速、サイトの作成方法について解説していきます。 

サイトを新しく作成するには、サイト管理画面の上部ツールバーにある、 

『新規作成』ボタンをクリックします。 
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『新規作成』ボタンをクリックすると、下図のような画面が表示されます。 

この画面が初心者モードのメイン画面(サイト作成画面)となります。 

初心者モードでサイトを作成する場合は、ほぼ全ての設定をこの画面から行う事になりますので、 

順を追って解説していきます。 

 

 

 

「初心者モード」と「通常モード」のメイン画面は、それぞれ異なります。 

本マニュアルでは、『初心者モード』を使用する事を前提としていますので、予めご了承ください。 

(通常モード用のマニュアルは別途用意しています。) 
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『サイト全体設定』の設定方法について 

メイン画面を表示させる事が出来たら、早速サイトの作成を行っていきます。 

まず最初にやるべき事は、『サイト名』や『サイトの説明』、『テンプレート』など、 

サイト全体に関わってくる項目の設定です。 

 

下記の手順を参考にしながら、それぞれの項目を埋めていきましょう。 
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4 サイト名を入力する(必須) 

まずは、作成するサイトの名前を入力します。 

サイト名は、SEO対策を行う上で、非常に重要な部分でもありますので、 

上位表示させたいキーワードを盛り込みつつ、簡潔なサイト名を入力します。 

 

例えば、「SIRIUS レビュー」といったキーワードで上位表示させたいのであれば、、 

『SIRIUS完全レビュー』や、『SIRIUS徹底レビュー』といった感じで、 

狙ったキーワードを盛り込んだサイト名にすると良いでしょう。 

 

例)SIRIUS完全レビュー 

 

5 サイト説明文を入力する 

次に、サイトの上部に表示される説明文を入力します。 

この項目は必須ではないため、必ずしも入力する必要はありませんが、 

SEOを意識する場合は、上位表示させたいキーワードなどを盛り込みながら、 

１００～２００文字程度の簡単な説明文を入力します。 

 

例)当サイトでは、次世代サイト作成システム『SIRIUS』の口コミレビューを掲載しています。 

SIRIUSのどういった部分が便利なのか、どういった人にオススメなのかを知りたい場合は、 

ぜひご覧下さい。 

 

6 H1テキストを入力する 

『H1テキスト』というのは、サイトの最上部に表示される見出しの事です。 

この項目は、SEO対策上、サイト名と同じくらい重要になってきますので、 

上位表示させたいキーワードを盛り込んだ上で、簡潔なサイトの見出しを入力してみましょう。 

 

例）SIRIUSの口コミレビュー・体験談なら 
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7 サイトURLを入力する 

次に、サイトのURL(アドレス)を入力します。この項目は必須事項ではありませんので、 

どのサーバーにアップロードするかを決めていない場合は、空白の状態で構いません。 

既にサイトのアドレスが決まっている場合は、 

半角英数字で http:// から始まり、 / で終わるURLを入力してください。 

 

例）http://example.com/ 

 

 

なお、サイトURLは取得した「ドメイン」によって決定されます。 

たとえば「example.com」というドメインを取得した場合、 

サイトのURLは「http://examle.com/」となります。 

 

ドメインの契約方法については、下記のページにて解説をしていますので 

ご確認いただきますようお願いいたします。 

 

https://sirius.aces-manual.com/category16/category23/ 

https://sirius.aces-manual.com/category16/category23/
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8 テンプレートを選択する 

ここまでの設定が完了したら、サイトのデザインを決める『テンプレート』を選択します。 

入力項目の右側に『参照』というボタンがあるかと思いますので、 

このボタンをクリックしてみてください。 
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すると、下図のようなテンプレートの選択画面が表示されます。 

左側の各フォルダの中にSIRIUSのテンプレートが入っていますので、右側のプレビュー画面を確認し

ながら、お好きなテンプレートを選択し、画面下部にある『OK』ボタンをクリックしましょう。 

 

 

テンプレートと一緒にヘッダー画像も選択したい場合は、 

右下にある「ヘッダー画像選択」ボタンをクリックする事で選択する事が可能です。 
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9 ヘッダー画像を選択する 

テンプレートの選択ができたら、ヘッダー部分に表示する『ヘッダー画像』を選択します。 

先ほどと同じように、入力項目の右側にある「参照」ボタンをクリックしてみてください。 
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すると、下図のようなファイルの選択画面が表示されるかと思います。この中から、 

サイトのジャンルに合ったヘッダー画像を選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 
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10 アクセス解析を設定する 

ヘッダー画像の選択が完了したら、最後にアクセス解析のタグを設定します。 

アクセス解析を入れる事で、『自分のサイトに何人ぐらいの訪問者がやって来たのか？』 

『どういったキーワードで検索されたのか？』といった、ネットビジネスには欠かせない情報を閲覧す

る事ができるようになりますので、必ず入れるようにしておきましょう。 

 

 

アクセス解析の各サービスのマニュアルを参考にしながら、 

『アクセス解析タグ』を取得し、それをSIRIUSの設定項目の方に入力してください。 

 

 

以上でサイトの全体設定は完了です。 
次の設定に移りますので、右側上部にあるツールバーの中から 

『次のステップへ』というボタンをクリックしてください。 
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 上の方に『フリースペースの設定』というタブがありますが、 

この項目は後ほど解説していきますので、ここでは無視しておいてください。 
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２、トップページの記事の編集 

サイトの全体設定が完了したら、次はいよいよ記事の編集を行っていきます。 

ここでは、サイトの顔となる『トップページ』の記事の編集方法について解説しますので、 

実際に記事を書きながら、設定を行っていきましょう。 
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なお、トップページの記事編集は、【ステップ２】トップページの記事編集という項目で行います。 

もし、他のステップに移ってしまっている場合は、左側のナビゲーションからステップ2に移動してく

ださい。 
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トップページの記事編集方法 

1 記事タイトルを入力する 

 まずは記事のタイトルを入力します。ここで入力した内容は<H3>という重要なタグで囲ま
れ、「見出し」として表示されます。SEO対策を意識するのであれば、上位表示させたいキ
ーワードを盛り込むと良いでしょう。 
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2 記事画像を選択する 

 次に、記事中で表示させたい画像を選択します。 

「記事画像」という設定項目の右側にある「参照」ボタンをクリックすると、 

画像の管理画面が表示されますので、この中からお好きな画像を選択し、 

「OK」ボタンをクリックしましょう。 

 

↓↓↓ 

 

一覧の中に表示させたい画像がない場合は、 

左上にある「新規追加」ボタンから新しく追加する事が可能です。 
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 画像を選択したら、記事画像をどの位置に表示させるかを指定します。 

右側にある「画像位置」の項目で、お好きな場所を指定してください。 
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3 記事本文を入力する 

 次に、記事本文を入力します。 

通常のテキスト以外にも、HTMLタグやSIRIUSの独自タグなどもそのまま入力する事が出来
ますので、作成するサイトに合わせてご自由に本文を入力してください。 

 

記事本文中にテキストファイルをドラッグ＆ドロップすると、テキストファイルの内容を挿入する事ができます。 
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4 「プレビュー」ボタンをクリックし、記事がどのように表示されるか確認する 

 ここまでの手順が完了したら、上部ツールバーにある「プレビュー」ボタンをクリックし
てみましょう。すると、現在編集中のページをブラウザ上で確認する事ができます。 

このプレビューを確認しながら記事の微調整を行い、完成に近づけていきましょう。 

 

↓↓↓ 
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以上の手順で、トップページの記事の編集は完了です。 

 

先ほどと同じように、上部ツールバーにある「次のステップへ」ボタンを選択し、 

次の設定に移りましょう。 
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３、エントリーページの追加 

次に『エントリーページ』の追加を行います。 

下図のように、複数のページを持ったサイトを作成したい場合は、 

このステップで『エントリーページ(個別ページ)』を追加していきましょう。 

 

 

 

エントリーページを複数追加してサイトにボリュームを持たせる事で、 

検索エンジンから評価され、上位表示されやすくなりますので、 

作成するサイトの内容に応じてページを追加していきましょう。 
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３－１、エントリーの設定を行う 

1 「エントリーページの追加」ボタンをクリックする 

 エントリーページを新しく作成する場合は、 

【STEP3】エントリーページの追加画面の右側にある 

「エントリーページの追加」ボタンをクリックします。 
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 すると、下図のように『エントリーページの設定画面』が表示されます。 

この画面上で、新しく追加するエントリーページの設定を行っていきます。 
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2 エントリー名を入力する(必須) 

 まず最初に、新しく追加するエントリーページのタイトルを入力します。 

この項目は、『サイト名』の時と同様にSEO対策を行う上で重要になってきますので、 

上位表示させたいキーワードを盛り込みつつ、検索ユーザーが興味をひくようなタイトル
にすると良いでしょう。 

 

例えばSIRIUSのレビューサイトで、『SIRIUS 初心者』といったキーワードでSEO対策を
かける場合、「SIRIUSは、初心者でも本当に使えるのか？」といったタイトルにする
と、SEO対策を行いつつ、検索ユーザーの興味をひくようなタイトルにする事が出来ます。 

 

 

 

当然のことながら、作成するページの内容に合わせて『エントリー名』を決める事になります。 

例えば、SIRIUSの機能説明をするだけなのに、「SIRIUSは初心者でも～」といったタイトルにしているようでは、 

訪問者の信頼を無くしてしまう事になりかねません。 
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3 エントリー説明文を入力する 

 次にエントリーの説明文を入力します。 

デフォルトでは、『サイト全体設定』の方で設定した内容が入力されていますが、SEO対策
を意識するのであれば、エントリーページの内容に応じて書き換えた方が良いでしょう。 
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4 H1テキストを入力する 

 次にH1テキストを入力します。 

エントリー説明文と同様に、『サイト全体設定』の方で設定した内容が入力されています
ので、ページの内容に応じて適宜書き換えましょう。 
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5 METAキーワードを入力する 

 次に、METAキーワードを入力します。 

METAキーワードというのは、『このページがどんなキーワードを含むページなのか』を 

検索エンジンに知らせるためのものになりますので、作成するサイトに関連するキーワー
ドを３～５つ程度入力すると良いでしょう。なお、複数のキーワードを入力する場合は、
「半角カンマ（ ,）」で区切ります。 

 

例)SIRIUS,初心者 ,レビュー ,評価 
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6 META説明文を入力する 

 次に、META説明文を入力します。 

METAキーワードというのは、METAキーワードと同じように『このページはどんなページな
のか？』を検索エンジンに知らせるためのものになりますので、 

『エントリー説明』と同じ内容を入力しておくと良いでしょう。 

(右側にあるボタンをクリックすると、エントリー説明の内容が挿入されます) 
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7 ファイル名を入力する 

 最後に、エントリーページを生成する際のファイル名を入力します。 

通常はデフォルトの状態のままで構いませんが、生成する際のファイル名を変更したい場
合は、半角英数字でファイル名を指定してください。 
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以上の手順でエントリーページの設定は完了です。 
ここまで完了したら、画面下部にある「OK」ボタンをクリックして、 

設定を完了させましょう。 

 

 

 

 



 

 

 

67 

 

 

 

3-2、エントリーページの記事編集 

エントリーページの設定が完了すると、下図のような記事編集画面が表示されます。 

この画面上で、エントリーページの記事を編集する事になりますので、 

トップページの時と同じ要領で記事を編集してみましょう。 
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記事の編集が完了したら、画面下部の「OK」ボタンをクリックします。 
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以上の手順で、エントリーページの追加は完了です。 

 

画面の左側の部分に、設定したエントリーページが追加されている事が分かります。 

このツリー上に表示されているページが、サイトの『サイドメニュー』として表示される事になります

ので、他にもページを追加したい場合は、同様の手順で追加していきましょう。 
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４、サイトの生成を行う 

 

ここまでの設定が完了したら、『サイトの生成』ボタンをクリックします。 

この『サイトの生成』を行う事で、今まで入力したサイトのデータが 

インターネットブラウザで閲覧できる形式のファイル(HTMLファイル)に変換され、 

インターネット上に公開する事ができる状態になります。 

 

逆に言えば、『サイトの生成』を行わない限りは、インターネット上に公開する事ができませんので、 

必ずサイトの生成を行うようにしましょう。 

 

 

 

なお、サイト名やトップページの記事を編集したり、エントリーページを追加・削除したり…と、 

サイトに何らかの変更を行った場合は、毎回『サイトの生成』を行う必要があります。 

『サイトの生成』を行わずにアップロード(※)しても、 

変更した内容がインターネット上に反映されませんのでご注意ください。 

 

アップロードについては、次の手順で解説します。 
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サイトの生成方法 

1 「サイトの生成」ボタンをクリックする 

 サイトの生成を行うには、【STEP4】サイトの生成画面にある 

「サイトの生成」ボタンをクリックします。 
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2 サイトの生成先となるフォルダを選択する 

 次に、サイトを生成するフォルダを選択します。 

ここで選択したフォルダ内に、作成したサイトのデータが生成される事になりますので、 
「サイト名」などのフォルダを作成し、そのフォルダを選択してください。 

なお、フォルダ左下にある「新しいフォルダーの作成」ボタンをクリックする事で、新し
くフォルダを作成する事が可能です。 
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 フォルダが選択出来たら、画面下部にある「OK」ボタンをクリックしましょう。 

 

上図の例では、「サイト名」というフォルダを選択しています。 

この状態でサイト生成を行うと、「サイト名」のフォルダの中にサイトのデータが生成される事になります。 
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3 サイトが生成される 

 サイトの生成先フォルダの選択が完了すると、サイトの生成が始まります。 

通常は数秒程度で終わりますが、ページ数が多い場合は多少時間がかかる場合があります
ので、暫くお待ちください。 
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4 サイトの生成先フォルダを確認する 

 サイトの生成が完了すると、下図のような確認メッセージが表示されます。 

ここからサイトの生成先となるフォルダを確認する事ができますので、 

「はい」ボタンをクリックして、生成先フォルダを確認してみましょう。 
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5 生成したデータの内容を確認する 

 先ほどの確認メッセージで「はい」ボタンをクリックすると、 

下図のようなフォルダの画面が表示されます。この中に入っているのが『生成したサイト
のデータ』となりますので、「index.html」というファイルをダブルクリックして、正常
に表示されるかどうか確認してみてください。 

 

ご利用の環境によって、アイコンの表示などが異なる場合があります。 
また、設定によっては「 .html 」などの拡張子が表示されない場合もありますので、ご注意ください。 

(拡張子が表示されていない場合は「index」ファイルをダブルクリックしてください。) 

 

以上の手順で、サイトの生成は完了です。 
 

index.htmlファイルをブラウザで確認し、「プレビュー」を行った際と同じように表示されていれば、 

正常にサイトが生成されている事になります。次はいよいよ、生成したサイトのデータをアップロード

し、インターネット上に公開してみます。『次のステップへ』ボタンをクリックしてください。 
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５、アップロードを行う 

 

サイトの生成が完了したら、次はいよいよアップロードです。 

作成したサイトをインターネット上で見るためには、あなたのサイトに含まれるすべてのファイルを、

指定したサーバー上にアップロード(転送)する必要があります。 

 

もし、まだレンタルサーバーの契約がお済みでない場合は、 

『レンタルサーバー契約マニュアル』をご参照の上で、サーバーの契約を行ってください。 

なお、このマニュアルでは、下記のいずれかのサーバーを契約している事を前提としています。 

 

 エックスサーバー 

 さくらサーバー 

 ロリポップ 

https://sirius.aces-manual.com/category16/category17/entry123.html
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レンタルサーバーの契約が完了したら、実際にアップロードを行ってみます。 

「【STEP5】アップロード」を選択し、画面中央にある「アップロード」ボタンをクリックしてみまし

ょう。 
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すると、下図のようなFTPアカウント(サーバーのアカウント)の選択画面が表示されます。 

 

 

既にFTPアカウントが設定されている場合は、 

ここでアップロードするアカウントを選択するだけでアップロード画面に移動する事ができます。 

 

ここではまだ設定が行われていませんので、 

FTPアカウントの設定方法から順を追って解説しています。 
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5-1、FTPアカウントの設定(初回のみ) 

1 「新規設定」ボタンをクリックする 

 FTPアカウントを新しく追加するためには、 

画面の右側にある「新規設定」ボタンをクリックします。 

 

 すると、下図のような画面が表示されます。 
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2 アカウント情報が書かれたメールの内容をコピーする 

 

 

設定する内容は、サーバーによって異なりますので、 

詳しくはサーバーの公式マニュアル、および下記のページをご参照ください。 

 

 ロリポップのFTP設定について 

 さくらサーバーのFTP設定について 

 エックスサーバーのFTP設定について 

https://sirius.aces-manual.com/category16/category17/entry123.html
https://sirius.aces-manual.com/category16/category18/entry125.html
https://sirius.aces-manual.com/category16/category19/entry127.html
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3 追加されたFTPアカウントを選択し、「接続」ボタンをクリックする 

 設定した内容に問題がなければ、下図のようにFTPアカウントが追加されますので、 

それを選択した状態で、「接続」ボタンをクリックしてみましょう。 
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 接続ボタンをクリックすると、下図のような画面が表示されます。 

この画面が「アップロード画面」となりますので、 

次ページ以降の解説を確認しながら、サイトのデータをアップロードしていきましょう。 

 

なお、２つに分割された画面の内、 

左側の画面がサイト作成先(自分のPC側)のフォルダ、 

右側の画面がアップロード先(サーバー側)のフォルダとなります。 

 

これからSIRIUSを使用する上で、何度も使用する画面となりますので、 

確実に覚えておきましょう。 
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5-2、アップロードを行う 

1 アップ先自動判別ボタンをクリックする 

 最初に、サーバー側(右側)の画面で、アップロード先となるフォルダを開きます。 

SIRIUSには、アップロード先の自動判別機能がありますので 

こちらをクリックしてください。 
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2 アップロード先のフォルダが開かれる 

 「アップ先自動判別」ボタンをクリックすると、自動的にアップロードするフォルダが開
かれます。念のため、目視でアップロード先のフォルダの場所を確認してみましょう。 

 

 

上図はエックスサーバーを利用している場合のアップロード先です。 

エックスサーバーの場合、/ドメイン名/public_htmlがアップロード先となります。 

アップロード先のフォルダは、サーバーの種類によって異なりますので、 

サーバーの公式マニュアルも併せてご参照ください。 
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3 上部メニューから「全てのファイル」ボタンをクリックする 

 「全てのファイル」ボタンをクリックすると、サイトデータのアップロードが始まります。 
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4 アップロードが終了するまで待つ 

 ステータスバーにアップロード状況が表示されますので、それが100%になるまで待ちます。 
インターネット回線や接続先サーバーの状況、ファイル数などによって、アップロードが
完了するまでに時間がかかる場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

↓↓↓ 

 

上図はアップロードが完了した後の画面です 
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5 アップロードが完了したら、アップロード画面を終了させる 

 アップロードが完了したら下図のような確認メッセージが表示されますので、 

「はい」ボタンをクリックして、アップロード画面を終了させましょう。 

 

 

 

以上の手順でサイトのアップロードは終了です。 
これで、サイトのデータがインターネット上に公開された状態となりました。 

最後に、ネット上に公開されたサイトの確認を行いますので、 

「次のステップへ」ボタンをクリックし、『【STEP6】サイトの確認』へ進みましょう。 
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６、サイトの確認を行う 

サイトのアップロードが完了したら、最後にサイトの確認を行います。 

「【STEP6】サイトの確認」画面にサイトの確認というボタンがありますので、 

これをクリックしてみましょう。 

 

 

 

 サイトの確認を行うためには、「サイトURL」を設定しておく必要があります。 

もしまだ設定していない場合は、【STEP1】サイト全体の設定に戻り、サイトURLを設定してください。 
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下図のように、サイトが正常に表示されれば無事サイトが公開された状態となっています。 

もし、サイトの微修正を行いたい場合は、各ステップまで戻った上で再編集し、 

「サイトの生成」→「アップロード」を行ってください。 
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サイトが正常に表示されない場合は・・・？ 

 

「サイトを確認しても、ちゃんと表示されない・・・」という場合、 

９割以上が「アップロードミス」が原因です。 

下記をご参考頂ければほとんどの問題が解決しますので、ご確認ください。 

 

「  404 Not Found 」と表示される  

サイトにアクセスした際、404 Not Found (または404 Errorなど)が表示される場合、 

サイトのアドレス、またはアップロードする場所が間違っている可能性があります。 

 

アップロードする場所はご利用のサーバーによって異なりますので、 

サーバー側のマニュアルを参照した上で、もう一度アップロードしてみてください。 

 

「  403 Forbidden 」と表示される  

403 Forbiddenと表示される場合も、上記とほぼ同じです。 

指定したサイトのアドレス、またはアップロードする場所が間違っている可能性が極めて高いですので、

現在の設定を今一度ご確認ください。 

 

「  ページを表示出来ません  」と表示される  

「ページを表示出来ません」と表示されてしまう場合、 

ドメインが有効になっていない可能性があります。 

取得したドメインがサーバーに当てはまっているかどうか、 

ネームーサーバーの設定が正しいかなどをご確認ください。 
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フリースペースを設定する 

サイトの作成にある程度慣れてきたら、サイトのカスタマイズに挑戦してみましょう。 

ここでは、全ページに同じコンテンツを表示させる事ができる『フリースペース』の設定方法について

解説していきます。 

 

フリースペースとは？ 

フリースペースとは、全ページの決まった場所に表示させるコンテンツの事。例えばサイドメニューの

下に「バナー広告」や「アドセンス」を表示させたいといった場合に使用します。 
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フリースペースを設定する事ができる位置 

 

１カラムのテンプレートの場合  

 

赤文字の名前で設定したフリースペースが、ピンク色の背景部分に表示されます。 
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2カラムのテンプレートの場合  

 

赤文字の名前で設定したフリースペースが、ピンク色の背景部分に表示されます。 
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3カラムのテンプレートの場合  

 

赤文字の名前で設定したフリースペースが、ピンク色の背景部分に表示されます。 
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フリースペースの設定方法 

 

1 「【STEP1】サイトの全体設定」を表示する 
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2 「フリースペース」タブを選択する 
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3 フリースペースの設定を行う 

  

 

見出し  

フリースペースの見出しを入力します。 

実際のサイト上では、H3やH4などの見出しタグが挿入されます。 

 

内容  

フリースペースの内容を入力します。 

HTMLタグなどがそのまま利用できるようになっていますので、 

アドセンスコードやアフィリエイトタグなどを自由に設定してください。                     

 

以上の手順で、フリースペースの設定は完了です。 

フリースペースを設定した後、ネット上に反映させたい場合は、 

必ず「サイトの生成」→「アップロード」を行う必要があります。 

フリースペースに何らかの変更を加えた際も、この手順が必要となりますので、 

忘れないようにご注意ください。 
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以上の手順で、サイト作成の流れは完了です。 
 

以上で、サイト作成の基本的な流れは全て完了です。 

この『基本的な流れ』を覚えていく事で、効率的にサイトが作成できるようになります。 

最初は中々思うようにいかなくても、徐々に覚えていきましょう。 

 

なお、マニュアルの解説だけでは分かりにくい場合、 

全ての手順を動画で解説した『動画マニュアル』を参考にすると分かりやすいかと思います。 

 

SIRIUSユーザーズページの『動画マニュアル』のページに掲載していますので、 

本マニュアルと併せて参考にしてみてください。 
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